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香芝市議会議員は市民に対する説明責任を負うことを確認する請願書 

 

１．請願の要旨 

  香芝市議会議員は、香芝市議会基本条例に基づき、市民に対しての説明責

任を負うことを強く認識すべきです。市民が提出した請願に対し、異議を唱

えるのならば、その異議の内容を発言によって明らかにすべきです。香芝市

議会は、市民にわかりやすい審議を行うことを求めます。 

 

２．請願の理由 

令和４年６月１４日の香芝市議会総務建設委員会において、市民から提出

された請願第２号に対し、眞鍋議員から「異議あり」の発言で討論となりま

したが、賛成討論意見は有りましたが、異議を唱える反対討論意見は全く発

言されることなく、その後、委員会採決にて請願第２号は不採択となりまし

た。 

  香芝市議会基本条例には「第３条４ 議員は、議会活動について、市民に

対して説明する責務を有する。」「第７条 議会は、議決責任を深く認識し、

議会運営、政策立案、政策決定、政策提言等に関し、市民に対して説明に努

めなければならない。」と記されており、議員の責任として、丁寧な議論と

説明が求められているにも関わらず、市民提出の請願書へ異議を唱えておき

ながらの無発言は、香芝市議会への市民の不信感を募らせるものであります。 

今後、市民が議会に不信感を持つことがないよう、市議会議員は市民に対

する説明責任を負うことを強く認識することを求めます。 

 

地方自治法第１２４条の規定により、上記のとおり請願書を提出します。 


